
 

第１  事業報告 

令和７ 年度も 、 公益目的事業である 農林水産祭事業（ 農林水産業及び農山漁村の振

興発展のための表彰、 普及及び消費者啓発事業） を 行っ た。  

 

 Ⅰ 農林水産祭事業 
１  顕彰普及事業 

( 1)  優秀農林水産業者の選賞審査 

令和７ 年度( 第６ ４ 回) 農林水産祭参加表彰行事( 276 行事) において、 農林水産

大臣賞を 受賞し た７ 部門（ 農産・ 蚕糸、 園芸、 畜産、 林産、 水産、 多角化経営及

びむら づく り ） の優秀な農林水産業者 453 点について、 農林水産祭中央審査委員

会( 以下「 中央審査委員会」 と いう 。 ) ( 会長： 伊藤房雄（ 東北大学大学院農学研究

科教授） ) において書類審査及び現地調査が行われ、 ７ 部門 21 点の優れた技術・

経営等に天皇杯、 内閣総理大臣賞、 日本農林漁業振興会会長賞と 併せて、 女性の

活躍と し て内閣総理大臣賞及び日本農林漁業振興会会長賞の受賞者( 以下「 三賞

受賞者」 と いう 。 ) を 選定し た。 表彰事業開始以来の農林水産大臣賞総点数は、

34, 950 点と なった。  

なお、 選賞審査に当たり 、 中央審査委員会総会、 主査等会議及び 7 分科会を次

のと おり 開催し た。  

 

             （ 参考１ ） 分科会名、 主査氏名及び所属・ 職名 

 分 科 会 名       主 査 氏 名         所 属 ・ 職 名             

経      営 

( 多角化経営兼任)  
宮武 恭一 ( 国研) 農研機構 本部農業経営戦略部長 

農 産 ・ 蚕 糸       中 谷  誠 ( 国研) 農研機構 副理事長 

園          芸 樫 村 芳 記 
( 国研) 農研機構 生物系特定産業技術研究 

支援センタ ー研究開発監 

畜          産 栗 原 光 規 
( 国研) 農研機構 本部みど り 戦略・ ス マート

農業推進室顧問 

林          産 田中  浩 （ 公財） 国際緑化推進センタ ー技術顧問 

水          産 神 山 孝 史 
( 国研) 水産研究・ 教育機構 研究戦略部 

参与 

む ら  づ く  り  市田 知子 明治大学農学部 専任教授 

注） 国立研究開発法人 農業・ 食品産業技術総合研究機構は( 国研) 農研機構と 表示                     

（ ※所属・ 職名は、 令和 7 年 7 月 1 日現在）   

① 第１ 回総会、 主査等会議 

期 日  令和 7 年 7 月 1 日（ 火）  

場 所    農林水産省三番町共用会議所 

議 題    ア 委員、 専門委員の委嘱について 

イ  分科会の編成及び主査の指名について 

ウ  審査日程等について 

※ 主査等会議は、 総会終了後開催し 、 ①分科会主査の役割等、 ②分科会

の運営及び審査上の留意点を協議。  

 



 

② 第２ 回総会、 主査等会議 

期 日  令和 7 年 10 月 1 日（ 水）  

場 所    農林水産省第２ 特別会議室 

議 題    天皇杯等選賞審査部門別報告及び選賞決定について 

※ 主査等会議は、 総会終了後開催し 、 ①審査に当たって問題と なっ た事

項、 ②その他について報告・ 協議。  

 

③ 分科会（ 分科会毎に各２ 回開催）  

期 日  令和 7 年 7 月～9 月 

場 所    農林水産省内会議室及びＷｅ ｂ 形式 

議 題    各部門の天皇杯等三賞候補の選定等について 

 

              （ 参考２ ） 各分科会開催状況及び現地調査地 

分 科 会 名       分 科 会 開 催 月 日         現 地 調 査 地       

経      営 

（ 多角化経営）  

（ 女性の活躍）  

第１ 回 ７ 月 ８ 日 

第２ 回 ９ 月 ９ 日 

北海道、 愛知、 佐賀 

女性の活躍： 青森、

福岡 

農 産 ・  蚕 糸 
第１ 回 ７ 月１ ０ 日 

第２ 回 ９ 月 １ 日 
山形、 佐賀、 宮崎 

園          芸 
第１ 回 ７ 月２ ２ 日 

第２ 回 ８ 月２ ８ 日 
群馬、 山梨、 石川 

畜          産 
第１ 回 ７ 月 ９ 日 

第２ 回 ８ 月２ ９ 日 
北海道、 高知、 大分 

林          産 
第１ 回 ７ 月２ ９ 日 

第２ 回 ８ 月２ ８ 日 
岩手、 茨城、 新潟 

水          産 
第１ 回 ７ 月１ １ 日 

第２ 回 ８ 月２ ８ 日 
千葉、 山口、 大分 

む ら  づ く  り  
第１ 回 ７ 月１ ４ 日 

第２ 回 ９ 月１ ０ 日 
宮城、 福井、 鹿児島 

           ※畜産分科会現地調査は、 現地と Ｗｅ ｂ 形式を併用 

 

                （ 参考３ ） 令和７ 年度 三賞受賞者一覧 

区 分    部 門 別      受 賞 者 名             

天 皇 杯 

農産・ 蚕糸 
( 株) おし の農場 

代表 押野 和幸 

園      芸 佐藤 勲 

畜      産 
( 株) ヤマニフ ァ ーム 

 代表 井上 孝秀  

林      産 
大白川生産森林組合 

代表 浅井 守雄 

水      産 
浪井丸天水産  

 代表 浪井 大喜 



 

多角化経営 
( 株) 芦別Ｒ Ｉ Ｃ Ｅ        

 代表 沼田 哲男 

むら づく り  
入谷の里山活性化協議会 

代表 阿部 國博 

内閣総理

大 臣 賞 

農産・ 蚕糸 
( 株) 宮﨑茶房 

代表 宮﨑 亮 

園      芸 
( 有) Ｍ． Ａ ． Ｃ  Ｏ rchar d 

 代表 飯野 公一 

畜      産 
( 有) 荻町高原綜合農場 

代表 工藤 厚憲 

林      産 吉田 正平 

水      産 

鴨川市漁業協同組合太海エビ 網組

合 

代表 江澤 誠 

多角化経営 
( 有) 千姓 

代表 都築 興治  

むら づく り  
農事組合法人農村資源開発共同体 

代表 山﨑 広美 

女性の活躍 德永 順子 

日本農林

漁業振興

会会長賞 

農産・ 蚕糸 
東与賀農事組合法人 

 代表 德久 繫樹 

園   芸 
JA金沢市砂丘地集出荷場西瓜部会 

代表 太平 武士 

畜      産 

 

( 有) 冨田フ ァ ーム 

代表 冨田 泰雄 

林      産 
常陸太田市森林組合 

代表 白石 甲子郎 

水      産 
( 株) 山賀 

代表 山賀 竜郎 

多角化経営 

 

( 有) ナカシマフ ァ ーム 

 代表 中島 大貴 

むら づく り  

 

竹子地区コ ミ ュ ニティ 協議会 

代表 岩切 正信 

女性の活躍 
農業生産法人( 株) よ し だや 

代表 吉田 清華 

（ 注） 受賞者名欄の＊印は、 夫婦連名によ る 受賞を示す。  

 

( 2)  農林水産祭式典等 

① 式典 

令和７ 年度( 第６ ４ 回) 農林水産祭式典を 11 月 23 日( 日) に明治神宮会館に

おいて開催し た。  

式典は、 三賞受賞者、 農林水産大臣賞受賞者、 農林水産省幹部、 中央・ 地方



 

の農林水産関係者等約 650 名が参列し た。  

鈴木憲和 農林水産大臣の主催者挨拶の後、 生産者を 代表し 園芸部門天皇杯

受賞者 佐藤 勲氏が、 消費者を 代表し て、 明治神宮総代 清野 智氏が、 それ

ぞれ収穫感謝の言葉を 述べた。  

次に、 伊藤房雄 農林水産祭中央審査委員会会長によ る 天皇杯等三賞の選賞

審査報告の後、 天皇杯は 鈴木憲和 農林水産大臣から 表彰状が、 林 良博 日本

農林漁業振興会会長から 天皇杯が授与さ れた。内閣総理大臣賞は鈴木憲和農林

水産大臣から 、 日本農林漁業振興会会長賞は林 良博 会長から 、 それぞれ授与

さ れた。  

引き 続き 、 内閣総理大臣から のメ ッ セージを 紹介、 続いて、 額賀福志郎 衆

議院議長及び関口昌一 参議院議長から の祝電を披露し た。  

ま た、 式典会場１ 階ロ ビーにおいて、 三賞受賞者を写真パネルで紹介する と

と も に、 農林水産大臣賞の都道府県別受賞者名を パネルで展示し 紹介し た。  

 

② 大臣懇談会 

前年と 同様に参加者を 三賞受賞者、 農林水産大臣ほか農林水産省幹部、 本会

会長及び理事長に限定し 開催し た。  

ま ず、 根本幸典農林水産副大臣から 受賞者に対し て挨拶をいただいた。 その

後三賞受賞者を 代表し て各部門の天皇杯受賞者から 受賞のお礼や今後の抱負

等についてお話があり 、 その後、 広瀬 建農林水産大臣政務官、 山本啓介農林

水産大臣政務官及び山下雄平農林水産副大臣から 受賞者に対し て挨拶を いた

だいた。 最後に、 鈴木憲和 農林水産大臣から 受賞者に対し て挨拶を いただい

た。  

 

( 3)  天皇皇后両陛下への拝謁、 業績説明及び皇居特別参観 

 天皇皇后両陛下への拝謁、 業績説明 

令和 8 年 1 月 29 日( 木) 、 天皇杯受賞者が、 皇居宮殿( 北溜) において天皇皇

后両陛下に拝謁し 、 受賞者の代表と し て農産・ 蚕糸部門 ( 株) おし の農場代表 

押野和幸氏から 天皇杯受賞に対する お礼言上を 行い、 その後、 受賞者それぞれ

が業績について天皇皇后両陛下へのご説明を 行った。  

なお、 部門毎に受賞者及び同伴者と 伊藤房雄 中央審査委員会会長、 堺田輝

也 農林水産省大臣官房技術総括審議官、 望月文書課長、 島津技術政策情報分

析官、 小栗常務理事の５ 名が同伴し た。  

ま た、 拝謁に先立っ て宮内庁担当官の案内によ り 、 皇居特別参観が行われ、

バス と 徒歩で宮殿、 中庭、 二重橋、 生物学御研究所( 水田) 、 紅葉山御養蚕所等

を 参観し た。  

 

 

( 4)  優秀農林水産業者に係る シンポジウ ム 

天皇杯受賞者等の優れた技術・ 経営及び優良なむら づく り の事例の業績を 発表

し 、 その業績を 普及する ため、 シンポジウ ム（ ト ッ プリ ーダー発表会） を開催し

ている 。  

本年度は、天皇杯受賞者の優れた農林水産業の経営・ 技術の取組の紹介と し て、



 

次のと おり 実施し た。  

①  令和 7 年 6 月 5 日( 木) 、 東京都中央区紙パルプ会館フ ェ ニッ ク ス ホールにお

いて、令和６ 年度林産部門で天皇杯を受賞し た株式会社 T-FORESTRYの業績を取

り 上げて、 【 森林サービ ス 産業の推進によ る 都市近郊での新たな林業経営】 を

テーマに約 110 名( 内 web 参加者 40 名) の参加者の下開催し 、田中浩農林水産祭

中央審査委員会林産分科会主査（ （ 公財） 国際緑化推進センタ ー 技術顧問）

の選賞審査報告の後、株式会社 T-FORESTRY代表 辻村百樹氏によ る 業績発表を

行った。 ま た、 田中浩氏をコ ーディ ネータ ーと し て、 業績発表者並びにコ メ ン

テータ ーと し て、葛城奈海農林水産祭中央審査委員会林産分科会委員( ジャ ーナ

リ ス ト ) 、 平野悠一郎（ 国研） 森林研究・ 整備機構森林総合研究所多摩森林科学

園主任研究員、 豊永洋子神奈川県県西地域県政総合センタ ー森林部森林保全課

副技幹、鈴木毅人株式会社 T-FORESTRY総括マネージャ ーによ る 意見交換、参加

者と の質疑応答を 行った。  

 

②  令和 8 年 2 月 6 日（ 金） 、 宮城県仙台市において、 令和７ 年度むら づく り 部

門で天皇杯を 受賞し た入谷の里山活性化協議会の業績を 取り 上げて、 【 海と 山

の絆で苦難を 超えて 次世代にし なやかにつなぐ 】 をテーマに約 200 名( 内 web

参加者 80 名) の参加者の下開催し 、市田知子 農林水産祭中央審査委員会むら づ

く り 分科会主査（ 明治大学農学部専任教授） によ る 選賞審査報告の後、 阿部忠

義 入谷の里山活性化協議会事務局長 によ る 業績発表を行っ た。  

ま た、 市田知子氏をコ ーディ ネータ ーと し て、 業績発表者並びにコ メ ンテー

タ ーと し て、小谷あゆみ 農林水産祭中央審査委員会むら づく り 分科会委員（ 農

ジャ ーナリ ス ト ） 、 長田恵理子東北農政局宮城県拠点地方参事官、 山内明美宮

城教育大学教育学部准教授によ る 意見交換、 参加者と の質疑応答を 行っ た。  

 

③  令和 8 年 3 月 11 日( 水) 、 山形県山形市において、 令和７ 年度農産・ 蚕糸部門

で天皇杯を 受賞し た株式会社おし の農場の業績を取り 上げて、 【 ス マート 農業

技術と と も に切り 拓く 地域の持続可能な農業】をテーマに約 140 名( 内 web 参加

者 70 名) の参加者の下開催し 、中谷誠 農林水産祭中央審査委員会農産・ 蚕糸分

科会主査（ 農業・ 食品産業技術総合研究機構副理事長） によ る 選賞審査報告の

後、 押野和幸株式会社おし の農場代表取締役によ る 業績発表を行った。  

ま た、 中谷誠氏を コ ーディ ネータ ーと し て、 業績発表者並びにコ メ ンテータ

ーと し て、 宮武恭一 農林水産祭中央審査委員会経営分科会主査（ 農業・ 食品

産業技術総合研究機構農業経営戦略部長） 、 中尾克代 農林水産祭中央審査委

員会経営分科会専門委員（ （ 株） Ｄ Ｘ 経営研究所代表取締役） 、 矢野真二山形

県農林水産部県産米戦略推進課課長補佐によ る 意見交換、参加者と の質疑応答

を 行った。  

 

 

( 5)  優秀農林水産業者の業績等の普及啓発・ 広報宣伝 

農林水産祭の趣旨及び農林水産業に係る 優良事例の普及啓発を 図る ため、次の

と おり 幅広く 普及啓発に努めた。  

①  出版物によ る 普及啓発 



 

優秀農林水産業者の業績の普及を 図る ため、 三賞受賞者の業績に係る 出版物

「 農林水産祭受賞者の業績( 技術と 経営) 」（ 500 部）、「 栄えの受賞に輝く 」( 1, 100

部) 、 「 優秀農林水産業者に係る シンポジウ ム」 ( 750 部) を 作成し 、 関係者に配

布し た。  

なお、 毎年発行し ている 農林水産祭事業を 写真等で紹介する「 農林水産祭（ ク

ロ ーズアッ プ） 」 ( 10, 000 部) については、 ３ 月中旬にシンポジウ ムの行事が行

われたこ と から 、 ７ 年度末に作成し 、 新年度に配布する こ と にし た。  

 

②  ホームページによ る 広報・ 宣伝 

農林水産祭及び三賞受賞者の業績及びシン ポジウ ム の概要等について、 農林

水産省及び本会ホームページ等で広報・ 宣伝を行っ た。  

 

２  啓発事業 

令和７ 年度実り のフ ェ ス ティ バルは、 農林水産業と 食に対する 国民の理解と 認識

を深める と と も に農林水産物の消費拡大等に資する ため、 10 月 31 日( 金) ・ 11 月 1

日( 土) の 2 日間、 東京都豊島区の池袋サンシャ イ ンシティ において開催し た。  

なお、 ２ 日間の来場者数は、 約２ . ５ 万人であっ た。  

 

( 1)  皇室のご来臨 

10 月 31 日( 金) 、 開場に先立ち、 秋篠宮皇嗣同妃両殿下のご来臨を 賜り 、 根本

幸典 農林水産副大臣等のご 案内によ り 、 天皇杯コ ーナー、 政府特別展示コ ーナ

ー  （ 注１ ） 、 都道府県地域農林水産展コ ーナー（ 注 2） 、 農林水産関係団体コ

ーナー（ 注 3） をご視察頂いた。  

 

( 注 1) 政府特別展示コ ーナー      ： 農産局・ 園芸作物課 

水産庁・ 計画・ 海業政策課 

 

( 注 2) 都道府県地域農林水産展コ ーナー： 埼玉県、 富山県、 岐阜県、 徳島県、  

山形県、 長野県、 岡山県、 高知県、  

佐賀県、 宮崎県 

計１ ０ 県 

 

( 注 3) 農林水産関係団体コ ーナー  ： 公益社団法人畜産技術協会、  

一般社団法人全国農業協同組合中央会 

( Ｊ Ａ ひろば)  

 

( 2)  三賞受賞者の紹介展示及び政府特別展示コ ーナー等 

① 「 三賞受賞者コ ーナー」 では、 天皇杯受賞者の業績概要と 、 内閣総理大臣賞

受賞者及び日本農林漁業振興会会長賞受賞者を、 写真パネルで紹介し た。  

 

②  政府特別展示コ ーナーでは、  

・  環境にやさ し い農業っ てなに？ク イ ズに挑戦し てみよ う ！ 

・  Ｊ Ａ Ｓ ってなんだろう  



 

・  統計に見る 農林漁業の姿と 統計データ の活用 

・  Ｆ Ａ ＭＩ Ｃ っ て何？～畑から 食卓ま での科学～ 

・  知っている ？植物検疫～日本の農業のために～ 

・  動物検疫所の紹介 

・  お米の魅力に迫る ！ 

～食べて！見て！知っ て！ 米・ 米粉を おいし く 食べよ う ～ 

・ ま も なく 開催 500 日前！GREEN×EXPOS 2027 がやってく る ～ 

・  有機農業・ 有機食品ってなんだろう ？ ～環境にやさ し い農業につい

て知る だろう ～ 

・  日本の食卓 改良と 技術で守り ま す 

～小さ なタ ネから 大き なウ シま で～ 

・  田んぼの水はど こ から やってく る ？ 

～360°動画を 用いた農業水利施設見学体験～   

・  つなぐ 棚田遺産 

～日本の棚田と 農山村の働き ～ 

・  鳥獣によ る 農作物被害？？ 

～知ってほし いジビ エの世界 

・  日本の農業はすごい！  

～農業遺産を 応援し よ う ！～ 

・  「 ディ ス カバー農山漁村（ むら ） の宝」  

～地域の活性化や所得向上に取り 組んでいる 農山漁村の優良事例～ 

・  気候変動に対応する ための研究開発 

・  木づかい運動でウ ッ ド ・ チェ ンジ！ 

・  完全養殖ウ ナギと 養殖マダコ の現状は？ 

・  毎月３ 日から ７ 日は 「 さ かなの日」 さ かなを も っ と 食べよ う ！ 

・  海業（ ＵＭＩ Ｇ Ｙ Ｏ ）  

等のテーマを掲げ、政府が行っている 施策等を パネル、パンフ レ ッ ト 、模型、

映像等によ り 分かり 易く 紹介し た。  

 

( 3)  都道府県の出展コ ーナー 

① 地域農林水産展コ ーナー 

２ ６ 道県参加の下、 全国各地の「 郷土特産農林水産物」 の展示、 販売、 試飲

・ 試食等を 行っ た。  

 

② 都道府県技術・ 経営普及展示コ ーナー 

９ 道県が参加し 、道県で開発し た独自の新技術や特徴ある 農林水産物につい

て、 実物、 パネル、 パンフ レ ッ ト 等によ り 展示・ 紹介し た。  

 

( 4)  農林水産関係団体コ ーナー 

１ ３ の農林水産関係団体の参加を 得て、 団体の業務に関する 展示、 実演、 即売

等を 行っ た。  

① Ｊ Ａ ひろば 

「 国消国産」 を 大枠のテーマと し 、 パネル＆ク イ ズ、 並びにお茶の飲み比べ



 

など を通じ て農業を 身近に感じ ていただく 体験コ ーナー・ 展示を行った。  

 

② 参加・ 体験型コ ーナー 

家族ぐ る みで参加し 楽し める イ ベント と し て、公益社団法人全国乗馬倶楽部

振興協会によ る 「 ポニーの体験乗馬」 を 行った。 ま た、 農畜産物の一つと し て

ジャ ンボう さ ぎ( 秋田県美郷町) を 展示し 、 ふれあい体験を行っ た。  

 

③ その他 

各農林水産関係団体では、 来場者が参加でき る 体験コ ーナー、 ク イ ズ、 試飲

・ 試食が楽し める コ ーナー、 各種展示等を 行った。  

 

( 5)  その他 

御当地キャ ラ 、 キャ ンペーンガール等と のふれあい及び撮影会を行った。  

 

( 6)  広報・ 宣伝 

実り のフ ェ ス ティ バルについて、本会ホームページへの掲載のほか実り のフ ェ

ス ティ バル会場周辺のＪ Ｒ 駅等、 都営さ く ら ト ラ ム（ 都営荒川線） 車両内つり 広

告でポス タ ーを 掲示し 周知に努めた。  

ま た、 都道府県、 出展団体、 関係省庁等、 首都圏における 農産物直売所・ 道の

駅、 都内アンテナショ ッ プ等にポス タ ー、 チラ シを配布し 広報・ 宣伝に努めた。  

 

( 7)  関連行事 

農林水産祭を祝い、 実り の喜びを分かち合う と の趣旨から 、 福祉施設への農林

水産物の贈呈を 、 ６ 道県及び２ 団体の協力を 得て実施し た。 提供さ れた農林水産

物は、 実り のフ ェ ス ティ バル終了後、 東京善意銀行を通じ て、 都内の福祉施設へ

贈呈さ れた。  

なお、令和７ 年１ １ 月１ 日社会福祉法人東京都社会福祉協議会会長から 本会に

対し 感謝状が贈ら れた。  

 

 

Ⅱ 会 議 
 

事業の円滑な推進を 図る ため、 次の諸会議を開催し た。  

 

１  農林水産祭実行委員会 

農林水産祭実行委員会( 会長： 農林水産省大臣官房長) を 次のと おり 開催し た。  

開催日  令和 7 年 5 月 19 日（ 月）  

場 所    書面によ る  

議 題    ア 農林水産祭全体計画( 案) について 

     イ  農林水産祭実施ス ケジュ ール（ 案） について 等 

 

２  農林水産祭担当者会議 

農林水産祭担当者会議と し て、 次のと おり 開催し た。  



 

( 1)  第１ 回都道府県担当者会議 

開催日  令和 7 年 6 月 10 日（ 火）  

場 所  農林水産省三番町共用会議所 

議 題    ア 農林水産祭全体計画について 

     イ  顕彰普及関係行事等について 

     ウ  啓発関係行事について 

     エ 農林水産祭参加表彰行事に係る 手続き 等について 等 

 

( 2)  実り のフ ェ ス ティ バル出展団体担当者会議 

開催日  令和 7 年 9 月 8 日（ 月）  

場 所  サンシャ イ ンシティ 会議室 

議 題  ア 農林水産祭全体計画について  

     イ  実り のフ ェ ス ティ バルについて 

      ・ 会場配置等について 

      ・ 実り のフ ェ ス ティ バル出展に係る 注意事項について 等 

 

( 3)  第２ 回都道府県担当者会議 

開催日  令和 7 年 9 月 8 日（ 月）  

場 所  サンシャ イ ンシティ 会議室 

議 題   ア 顕彰普及関係行事について  

・ 天皇杯等三賞の決定の公表について  

・ 農林水産祭式典等について  

・ 優秀農林水産業者に係る シンポジウ ム実施計画(案) 

     イ  実り のフ ェ ス ティ バルについて  

      ・ 会場の配置等について  

      ・ 皇室視察ス ケジュ ール等について  

 

３  評議員会 

評議員会は、 次のと おり 開催し た。  

 定時評議員会 

開催日  令和 7 年 6 月 26 日（ 木）  

場 所    新橋航空会館ビ ル９ 階 ９ ０ １ 会議室 

議 題    ア 令和６ 年度事業報告及び決算( 案) について 

     イ  評議員の任期満了に伴う 改選( 案) について 

     ウ  理事及び監事の任期満了に伴う 改選( 案) について 

          エ その他   

 

４  理事会 

理事会は、 次のと おり ３ 回開催し た。  

( 1)  第１ 回 

開催日  令和 7 年 5 月 28 日（ 水）  ( 書面決議)  

議 題    ア 令和６ 年度事業報告及び決算( 案) について 

イ  令和７ 年度定時評議員会の開催( 案) について 



 

ウ  理事長及び常務理事の職務執行状況の報告について 

エ  令和６ 年度における 資産運用状況報告について 

オ その他 

      

( 2)  第２ 回 

開催日  令和 7 年 6 月 26 日（ 木） （ 書面決議）  

議 題    ア 理事長、 副理事長及び業務執行理事の選定について 

     イ  理事長の職務代理及び職務代行の順所について 

      

 

( 2)  第３ 回 

開催日  令和 8 年 3 月 24 日（ 火）  

場 所    大手町Ｊ Ａ ビル３ 階 ３ ０ ３ 会議室 

議 題    ア 令和８ 年度事業計画及び収支予算( 案) について 

     イ  資金調達及び設備投資の見込み( 案) について 

     ウ  特定費用準備資金等取扱規程の一部改正( 案) について 

エ 理事長及び常務理事の職務執行状況の報告について 

オ その他 

 

Ⅲ 法人の運営体制の充実を図る ための取組 
   
  内閣府「 公益法人の自主的・ 自律的ガバナンス 強化のための調査報告書」 や他法人 

の取組事例を 参考にする など 、 今後取組みを進めていく こ と と し ま す。  
 
 
第２  事業報告の付属明細書    
 
    該当なし  
  
    

 


